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桜
丘地区社会福祉協議会だよ

り桜
丘地区社会福祉協議会だよ

り

　ご自宅から最寄りの自治会館で、近所の茶話会に出席しませんか。

　桜丘社協では、コミセン桜丘会館での行事ばかりでなく、ご近所

の自治会館で茶話会やストレッチ、合唱、手話、お菓子作りなどを

行うミニサロン「さくらの和」を開催し、楽しいひと時をすごして

いただいております。

　ミニサロン「さくらの和」は７０歳以上の方々の交流の場です。

皆様の参加をお待ちしています。お近くの会場に、どうぞお気がる

にお出かけください。

申し込みやお問い合わせなどは、桜丘地区社会福祉協議会役員まで、
または大和市社会福祉協議会ボランティアセンターへ（☎046-260-5643）

　明けましておめでとうございます。

　新しい年を迎え、いかがお過ごしでしょうか。今年はウサギ年です。

飛躍の年です。おおいに跳ねましょう。

　日頃から、桜丘地区社会福祉協議会の活動に、ご理解と格別なるご協力をいただき、

心から厚くお礼申し上げます。

　昨年は、新型コロナ感染拡大により地区社協活動を、中止や変更を余儀なくされる状況が続い

ておりましたが、少しずつ緩和されつつあります。

　１２月９日は、コミセン桜丘会館（人数制限緩和）において、３年ぶりに、「お楽しみ交流会」

を開催することができました。

参加された皆さんの喜んで下さるお姿に、心からの安堵を覚えた一日でした。

　今後、コロナ禍の影響における地区社会福祉活動のあり方として、どのように推進するか、また、

感染防止策を徹底し、人と人のつながりを、途切れさせない創意工夫による活動が必要となって

きております。

　高齢化はますます進み、お一人暮らしの高齢者も増え、核家族化と相まってご家庭での育児や

介護への対応力の低下なども起こり、身のまわりに支援を必要とする方が増えております。

　行政による支援に続き、地域の方々の見守り、ご近所でできる支援のあり方が課題になってき

ております。

　皆様の様々なご協力が、地域福祉活動を支えております。

子どもからお年寄りまですべての人々が、住み慣れた地域で健康に暮らすことができる、「ともに

支え合う地域社会福祉」の実現を目指して、地域の皆様とともに築き上げていきたいと思います。

　今後とも、地域の皆様や福祉に関わる様々な方たちとの協働により、福祉活動を展開して参り

たいと考えておりますので、ご理解とご協力を切にお願い申し上げます。　

桜ヶ丘自治会館

桜並木集会所（親和会内）

コミセン桜丘会館

上ノ町自治会館

宮久保自治会館

百合ヶ丘自治会館

奇数月の最終火曜日   午前 10 時

毎月第３金曜日    午前 10 時

毎月第 4水曜日    午前 10 時 30 分

毎月第４月曜日    午前 10 時

年 5回（都度相談）   午前 10 時

偶数月の第３水曜日   午前 10 時

　年に数回、お一人住まいの高齢者のお宅に訪問しています。

毎回思うのですが、皆さまとても前向きで、いろいろな事に興味を持って

いる方が多くいらっしゃいます。

　皆さんの元気なお顔を拝見し、実りあるお話をお聞きして、かえって元

気をいただいています。

これからも、よろしくお願いいたします。

ミニサロン「さくらの和」のご案内

　８月にも計画していましたが、残念ながら大和市でのコロナ感染者が大変多いことと毎日暑い日

が続いて熱中症の心配もあり中止としました。

やっと落ち着いて普段の日常が戻ってきているように思いますが、感染対策やマスクをしての開催

は、少し寂しく思います。

　今回 10 月に久しぶりに開催しましたが来て下さった皆さんは、いつもとお変わりなくお元気でた

いへん嬉しく思いました。

　フレイル（加齢により心身が老い衰えた状態）や認知症になら

ない為には、食事、運動、社会生活（地域参加やボランティア等）

も大変重要と言われています。

　ミニサロンは、その第一歩と思いますので、どうぞ皆さんのご

参加をお待ちしています。

　掲載した写真は、コロナ禍前の落語を聞いているところです。

早くあの頃にもどれますように願って !!!　

（４）

開　催　場　所 開　催　日
お待ちして

　いまーす。

桜丘地区社会福祉協議会

　　　会長　国兼　晴子会 長 挨 拶

（ボランティア記）

お元気ですか「ふれあい訪問」　　　　　桜ヶ丘

ミニサロン「さくらの和」　　　　　宮久保



（３）（２）

　自治会様のご協力のもと、年 1回会員会費を集金させていただきました。

納入された会費のうち一般会費 300 円と特別会費 5,000 円の 40％、賛助会費 1,000 円の 60％が、

桜丘地区社協に還付されます。

　令和４年度桜丘地区会員会費総額 709,600 円、当地区社協に 297,440 円を還付いただきました。

　皆様からの貴重な財源を地域の福祉活動に有効に活用させていただきます。　

　また「愛の小箱」を通じて 11,219 円のご寄付がありました。（１０月末現在）

　現在　和菓子「マルヤ」様・菓子司「松埜」様・中華料理「客来香」様

に常時設置させていただいております。

　今回新規に「大和桜ヶ丘郵便局」にもご協力頂けるように

なりました。

　募金いただいた皆様、協力店様ありがとうございました。

　今後共変わらぬご支援ご協力よろしくお願いいたします。

共に支えあう福祉のまちづくり
(会員会費と愛の小箱 )

　先日、敬老のお祝い品お届けに訪問させていただきました。

皆様の元気なお姿を拝見する事ができて大変嬉しく思っておりま

す。

　これからも皆様が末永くお健やかに、楽しい毎日をお過ごし

いただけますように…。

　そしてこれまで培った豊かな経験と知識でご指導くださいま

すようお願い申し上げます。

　例年、桜丘小学校との共催で行っていました「福祉体験教室」を、９月２７日（火）に３年ぶり

に再開致しました。

　講師は桜丘小の「福祉体験教室」に、長きにわたってご協力をいただいております石田奈央子さん

にお願いし、授業で福祉について学んでいる４年生の児童の皆さんと共に体育館でお話を伺いました。

　石田さんは視覚障がいを持ちながらも、明るくポディティブにお仕事をされています。

盲導犬と共に過ごす日常の様子を質疑応答の形でお聞きし福祉への理解を深めました。

　後半は、各組２名の代表者がペアとなり、１人がアイマスクを付け白杖を持ち、もう１人が介助

者となって誘導して歩くという体験をしました。

　その間、石田さんの座るイスのそばには、しっかりと訓練された盲導犬がぴたりと寄り添って、

話が終わるのを待っていました。

　その様子に子供たちからは“盲導犬ってかしこい！”と感心する声が上がっていました。

　この体験が、児童のみなさんの心にしっかり残って色々な障がいを持つ方々にも、やさしく接す

る事が出来る社会になって欲しいと思いました。

寄贈本の紹介
学校の図書室に【ユニバーサルデザインでみんなが過ごしやすい町へ「全３巻」】を贈呈しました。

　１２月９日（金）に、桜丘地区社会福祉協議会主催の今年度第１回「お

楽しみ交流会」を行いました。新型コロナウイルス感染拡大に伴い３年

ぶりにコミセン桜丘会館の人数制限も解除となり開催できました。

　今回も民生委員児童委員にお願いし、ひとり暮らしの高齢者が地域の

人と交流し外出することを目的としてお知らせ頂き、４９名の申込みが

ありましたが当日は３７名の参加となりました。

　３年前までは、午前の部、昼食をはさんで午後の部での開催でしたが、今回は、感染防止対策を

講じながら午前の部のみ、正木奈々子さんとさゆりさん、お二人のプロ歌手による歌謡ショー、花

翠流西田照社中の方々の日本舞踊、そして最後に出演されたみなさんと参加者全員で正木奈々子さ

んの指揮のもと、「きよしこの夜」と「ふるさと」をマスク越しに歌いました。久しぶりに楽しい

時間を過ごすことができ、皆さん喜んでお帰りになりました。

　　　　　　　　ボランティア部員研修会

　　6 月 23 日 ( 木 ) に、久々に社協のボランティアの皆様にお集

まりいただき、ボランティア部員研修会を行いました。

　「やまと生涯学習ねっとわぁく」のボランティア講師でシナプソ

ロジー指導員の渡辺多美子先生から「脳いきいきレクリエーショ

ン　シナプソロジー」について学びました。

　脳は使わないと衰えてしまうため、脳を活性化するには五感（知、聴、味、触、視）を使うこと、

楽しむこと、体を動かすこと、新たな刺激を入れてあげることが大切だそうです。

　実際に動作を伴いながら脳を使う動きを体験しました。

　いくつかの動作を覚えたり、計算したりしながら手足を動かし

ます。脳と動作がちぐはぐになり混乱する場面もありましたが、

その混乱こそが脳への刺激になるそうです。

　体験したことを地域のミニサロン等で参加者の皆様と一緒に

やっていきたいと思います。

桜丘小学校福祉体験教室

第１回お楽しみ交流会

敬老のお祝い品お届け　　　　　　百合ヶ丘
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　年に数回、お一人住まいの高齢者のお宅に訪問しています。

毎回思うのですが、皆さまとても前向きで、いろいろな事に興味を持って

いる方が多くいらっしゃいます。

　皆さんの元気なお顔を拝見し、実りあるお話をお聞きして、かえって元

気をいただいています。

これからも、よろしくお願いいたします。

ミニサロン「さくらの和」のご案内

　８月にも計画していましたが、残念ながら大和市でのコロナ感染者が大変多いことと毎日暑い日

が続いて熱中症の心配もあり中止としました。

やっと落ち着いて普段の日常が戻ってきているように思いますが、感染対策やマスクをしての開催

は、少し寂しく思います。

　今回 10 月に久しぶりに開催しましたが来て下さった皆さんは、いつもとお変わりなくお元気でた

いへん嬉しく思いました。

　フレイル（加齢により心身が老い衰えた状態）や認知症になら

ない為には、食事、運動、社会生活（地域参加やボランティア等）

も大変重要と言われています。

　ミニサロンは、その第一歩と思いますので、どうぞ皆さんのご

参加をお待ちしています。

　掲載した写真は、コロナ禍前の落語を聞いているところです。

早くあの頃にもどれますように願って !!!　

（４）

開　催　場　所 開　催　日
お待ちして

　いまーす。

桜丘地区社会福祉協議会

　　　会長　国兼　晴子会 長 挨 拶

（ボランティア記）

お元気ですか「ふれあい訪問」　　　　　桜ヶ丘

ミニサロン「さくらの和」　　　　　宮久保
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